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16年まえ(1952年〕の12月のことである。三ークのゴドフリー蓄広からきた古本

のカタログをよんて、いたぼくは，つぎのような記述Jこ気がついたc Cappe， (New. 

come) A sermon preωhed on the 13 th December [1776]， the Iate day 0宇

National Humiliation， to a congregation of Protestant Dissenters， in Saint-

Saviour Gate， York. Small demy 800， half calf (joints wωk)， A. Ward， Yor!;: 

1676 (sic). 25/ー.Carries Adam Smith's bookplate. キャップというのは，ユニ

テリアンの牧郊で，アダム・スミスより 10;安らか<， 1756年から1800年まで， 三一

クの室主主位主門礼拝主の牧郊をしていた人で、あって， D.N.B にもでているのだが

らひとかどの名土と考えられるつしたがって， 三ークの古本屋十こかれの本がで、たご

とには3 なんのふしぎもないのだが，問題ば，なぜその木にアダム・スミスの蔵書

票がはられていたのか，ということである。

スミスの蔵書のうち，カニンガム家にゆずられたものの一部が放ちそして，古本塁

lこでたり個人の蔵書と Lて報告されたりすることは，しっていた。しかしそれは，

せいぜい1930年代ぐらいまでで，第二次大戦後lこはありえないと(なにもそう断定

する理由はないのに)，きめこんでいたのである。 さてp この112物をどうしたらし、

いのか3 いまでこそ電報も送金もかんたんだが，そのころはそうではなかったし

だいし、ちこちらのふところぐあいが，かんたんではなかった。結局，この本は見送

らざるをえなかったし，どこからきてどこへいったのかも，っきとめることができ

なかった。おそらしぼ〈自身のスミス蔵書への関心力"まだっよくなかったのな

ろう。 1954年秋にグラーズゴウ大学にいたとき，大河内さんとスミス蔵蓄を点検し

てみて，ボナーのカタログの不正確さに気がつき，蔵書全体の再検討にとりかかっ

たぼくは， 1967年の『ボナー・カタログ補遺Jの出版まで、13年にわたって，古本の

群とつきあうことになってしまったが，きっかけはすでに52年にあった。

ヨーク市の古い石だたみの道は，あるくこと自信':.iこぞくぞくするような楽しさが

あった。 1954年のグリスマス休1震をリーズですごLたぼくは，ある午後，はじめて

ゴドアリ一審庖をたずねた。初対面ではあったけれども，防庖時間を延期して，ぼf
くが!苫のすみずみまでひっかきまわすのをゆるしてくれた。 iなんどもこられると
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いうわけて、はないで、しょうから，どうぞごゆっくり」というのである。このJi5は，

談話iこは丸善とも取引をしていたそうで，カタログはそのごもずっと送られてく

るつしかし，数年まえに経営者がかわってからは，古本の質量ともに低下してほと

んどJ荻窪がない。にげた獲物はおおきいといわれるようにg ぼくにはキマッフ・がわ

ずれられないのであるつ

1966年の夏iこ，しごとをしあげるために，エディンパラ大学神学部図書館をたず

ねたとき，新任のハワード館長が，サザピーの古書競売カタログに，スミスの蔵蓄

が 2 罰でているのをみせてくれた。 1966年 1 月 31 日 ~2 月 2 自の競売にでたパロン

・ドゥ・トーの回想記は，ボナーによって所有者不明として採録されているが 6

月13自の競売にでたベルナーノレは，初見である。ありがたし、とおもいながら，同時

にうんざりしたというのが3 いつわらぬところであった。こんな調子で宣言売カタロ

グまでよむことになっては，時間がいくらあってもたりないからである。

サザピーが，書画こっとう荷の名門であることは，ぼくもしっていたし， レスタ

ー大学のミーク夫妻iこしても，その程度の知識しかもっていなかった。とりあえず

関係のあるカタログだけでも手にいれたいとおもっていたら，偶然に，ケンブリッ

ジ行の享中でまえにすわったのが，サザピーの東洋部のオピー君で，カタログの{牛

がかたづいただけでなく，家族ぐるみかれの自宅に招待されることになった。

ところが，ケンプリァジでスラッファにこの収穫のはなしをすると，かれが 2点

のうち一つをしっていたのにはおどろいた。サザピーの競売カタログに一応目をと

おしているらしいのである。日本で 2週間に l冊ぐらいのわりあいで外国からく

るカタログをよみながら，いつも，これは時間の浪費ではないかという反省にくる

しめられているぼくには，スラップァが，おそらく三一戸ァパ中からくるであろう

カタ戸グを，とにかく全部よんでいるということは，すくいでもありおどろきでも

あった。「時間の浪費だとおもいませんか」ときいてみたら， iそれはくるしい労働

だけがほんとうの労働だという，伝統的な偏見だよ」とけろりとしている。つま

り，カタログをよむのがたのしければ，それでいいじゃなL、かというのである。

カタログをよみ， i宝物をみつけるのは，たしかにたのしL、。しかし，特定の本だ

けをさがしているわけではなし、から，何をかい何をすてるべきかをきめなければな

らず，またしばしば，かいたくても経済的理由であきらめなければならないから，

くるしみもすくなくなし、。将来自分にとって何が必要になるか，周囲のだれかが何

を必要とするだろうかまで考えるとき，知的冒険のたのしみは，負担にかわってく

る。まして，それらのカタログから，主題~Ij書誌をつくろうなどとくわだてたら，

カタログそのものの計画的収集をやらなけれぽならない。ヒ y グズは『経済学書
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~î.2 をつくるとき，古本屋のカタログをかなり利用したらしし、。かれはあらゆる情

報をうのみにして，そのまま年代と主題に分類してならべたために，個々の記載の

信頼度がまちまちになり，結局，全体としてあまり信用できないということになっ

てしまったが，開拓者のしごととしては，あの方法しかなかったかもしれない。

1751年から75年までだから，比較的出版物もすくなかったとt土いえ，古本屋の刀タ

ログから一々それをぬきだすのは，相当な:夜気力、、るつ当時の出版巨録なんかあり

はしなし、から，図書館蔵書と古本屋のカタ E グだけが，たよりになるわけで，た

だ，そうしてあつめた情報をそのままならべられては，こまるのである。

いま，マルクス主義書誌というようなものをつくるとしてもピー・ライト図

書怨の蔵書だけでなしやはりこの方法lこかなり依存せざるをえないだろう。出版

物の数が激増し，しかも，政治的理由で評価が激変してきたために，選択された書

誌にたよることができないのである。もちろん，そんなことをやりだしたら，たの

しみどころではないにきまっているつ

ぼくはこれまでに，一定の巨的でカタ戸グをよんだことが二度ある。第ーは，

f社会科学年表j(山田秀土佐編)をつくるときで， 前記ヒッグズをはじめとして，

S.主.c.やトマスンなどをAからZまでよみ，さらにはD.N.B.から著作家を全

部ひきぬくことまで、ゃった。そのうえで，社会科学上の重要著作を選定し，それに

かんするデータを確定してい〈のであるが，もちろん，著作そのものを全部よんで

いるわけではないから，盲へびにおじずの勇気がなければ，ゃれはしない。自分で

もあきれることがあるけれども，知的冒険のたのしさ， くるしさ，おそろしさは，

きりはなせないもののようである。

二度目は『アダム・スミス蔵書』のときであり，ブリティシュ・ミュジアムで，

あの大福l恨のようなカタログを，もちろん全部ではないがずいぶんよんだ。という

のは，スミス自身の蔵書目録の記載が，きわめて簡単なためにs 原題名を確認しな

ければならなかったので、ある。 Smith'sSelect Discourses とかL、であるばあいに，

なにスミスかわからず，なんの専門家であるかもわからず，とにかく大福:1長一冊を

こえるスミスの部を，はじめからよんでいって，セレクト・ディスコーシズをふく

むタイトノレにぶつかるまで，さがさなければならなし、。さがす目標は一応はっきり

しているとはいえ，他人の蔵書の題名なのだから，本当のところ，ぼくにはどうで

もいいのである。一日中そうしづ労働をやっていると，腰はいたみ，自はかすみ，

頭はからっぽになる。貸出係が，相互にほとんど関連のない本を毎日何冊も，かり

てはかえす日本人に，気がついたらなんとおもっただろうか。
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